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要旨 

“手間や労力がかからない製品やサービスの方が優れている”

とされる，従来の価値観とは異なる，「不便益」という考え方が近

年注目されている。一方，不便益を備えた物事を生み出すための

方法論は，まだ未完成であると言える。本研究の目的は，「不便益

を備えた製品やサービスを生み出すための方法論」を構築するこ

とである。そして，その目的を達成するために，新たなデザイン

指標の仮説として「製品の使用過程における“余白”」を提案する。

これは，製品やサービスを使用する際に，ユーザーの行動や意思

がどれだけ介在できるのかを示したデザイン指標である。本研究

では，その指標を実際のデザインプロセスの中で活用できるよう

にするために，概念の整理，細分化を行なった。そして，プロダ

クトデザインを専攻する大学生のデザイン実践に，整理された余

白の概念を取り入れることで，そのアプローチの有効性の確認を

試みた。結果，不便益を備えたいくつかのデザインアイデアを生

み出すことができ，理論構築の足掛かりを築くことができた。 

 
Summary  

The value of "benefit of inconvenience", which is different 
from the conventional value of "products and services that 
require less effort and labor are better", has been attracting 
attention in recent years. On the other hand, the methodology for 
creating things with "benefit of inconvenience" is still 
incomplete. In this study, I organized a new design index 
hypothesis, "scope of behavior, time and imagination in the use 
of products" with the aim of developing a methodology for 
creating products and services with the benefit of inconvenience. 
This scope is a new index in product design that indicates how 
much the user's behavior and intention can intervene in the use 
of a product or service. Then, I tried to confirm the effectiveness 
of the approach by incorporating this design index into the design 
practice of university students majoring in product design. As a 
result, we were able to generate some design ideas with the 
benefit of inconvenience, and establish a base for theory building. 
 
 
 

 

１．本研究の背景と目的 

1. 1.背景 

	 製品やサービスは，人々や社会が抱える問題点や不満を改善し，

ユーザーが何らかの目的を達成することを目指して作られている。

「道具は人の手の延長である」と言われる[注１]ことからも分か

るように，使用者が目的を達成するまでの“手間や労力”が軽減

されるように設計することは，素直な設計思想であると言える。

カーエアコンの操作を例にしてみると，かつての大衆車のカーエ

アコンは，温度，風量，吹き出し口の位置などを，それぞれ独立

したダイヤル又はボタンで操作するのが一般的であった(図 1)。

一方最近では，ワンボタンで適切な車内温度へ導いてくれる「Auto

ボタン」が，ほとんどの車に搭載されている(図 2)。	

このように，電子制御テクノロジーを活用した自動化は，操作

の単純化，簡略化に大きく寄与していると言える。また，今後更

なる発展が予想される人工知能の活用は，目的達成までの手間や

労力を，大幅に削減することにつながるだろう。テクノロジーを

適切に活用し，人間社会や生活に新たな価値を生み出していくこ

とが，デザイナーの役割の１つである[注２]。すなわち，現代の

デザイナーは，“社会や生活をより省労力，高効率化する”ことに，

テクノロジーを生かそうとしていると言える。	

1. 2. 本研究の目的 

本研究の目的は，従来型の設計思想である“ユーザーが目的達

成するまでの手間・労力を削減すること”とは異なった，	新しい

価値観の設計思想を構築することである。「製品の使用過程におけ

る余白」という新たなデザイン指標の仮説をデザイン実践に取り

入れることで，そのアプローチの有効性の確認を試みた。	

 

２．「便利の害」と、「不便の益」 

2. 1. 便利の中に存在する害「便利害」 

前述のような従来型の設計思想がもたらす，“手間がかからない

便利で快適な生活”のみを追求している現代の考え方を，問題視

する研究が存在する。川上[注３],平岡[注４]らが提唱する「不便

益」の研究である。不便益の研究では，“不便”を“タスク達成に

手間や労力がかかること”と定義し，「不便で良かったこと」の事

例を集めていくことで，便利が“害”を生み出すこともあり、不

便の中にも“益”が存在することを見つけ出した。	
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